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◆事業の目的

◆事業内容（平成２４年度に何をやるか）

◆これまでの取組状況（平成２３年度に何を行い、その結果はどうなったか）

△ 130

比較

0.9 0.9 0.0

２３年度 ２４年度人工
（正規職員）
（単位：人）

２３年度 ２４年度

需用費 委託料 工事請負費 公有財産購入費

比較

17,271 17,141

その他

1,495 8,344 900 6,402

負担金補助
及び交付金 扶助費

事業名：

01 012402 予算コード計画コード 03 03 0124
基本政策

担当組織：

課 政策 事項 事項目 事業

生涯学習機会提供事業

事業費
（予算）

（単位：千円）

000630000 平成24年4月1日
生涯学習課 河野　拓明

事業シート２ 作成日：

責任者：

課コード：

○「講座・講演会等開催事業」では、市民アカデミー、いきいき大学、文化講演会、ユネスコ科学教室
など、市民がいつでも、どこでも、だれでも自由に学びふれあうことが出来る学習環境づくりのため、各
種の講座、教室、講演会等を開催し、市民へ生涯学習機会の提供を行いました。
○「フェスティバル開催事業」では、生涯学習推進フェア、生涯学習フェスティバル、文化芸術祭など、
学習成果を適切に生かすことのできる仕組みづくりのため、生涯学習推進のためのフェスティバル事業
を開催しました。生涯学習推進フェアでは、およそ100名の事業スタッフが「学習成果を発揮する意義」
について、事例を展示したり、体験的に紹介したりして、500人を超える来場者へ伝えることができまし
た。
○「学習成果活用支援事業」では、退職した団塊世代等の社会参加促進を図り、生涯学習活動の担い
手として育成することにより、市民活動団体の固定化や参加者数の減少等、各地域における生涯学習
の課題の解決について取り組んでいます。23年度は事業を拡大して、生涯学習施設47施設において
事業を実施し、86の実施者（個人・団体）が、94の講座・講演会の企画・運営を実施することができまし
た。

２４年度
事業費内訳
（単位：千円）

市民がいつでも自由に学びふれあうことが出来る機会を提供することにより、豊かな人間性を育みま
す。

○「講座・講演会等開催事業」
市民がいつでも、どこでも、だれでも自由に学びふれあうことが出来る学習環境づくりのため、市民アカ
デミー、いきいき大学、文化講演会、ユネスコ科学教室など、各種の講座、教室、講演会等を開催し、
市民へ生涯学習機会の提供を行っていきます。
○「フェスティバル開催事業」
市民の学習成果を発揮する機会や場づくりや、市民への生涯学習の普及と啓発、生涯学習施設で活
動する団体の育成・交流を図るため、各地域でフェスティバルを開催していきます。
○「学習成果活用支援事業」
生涯学習施設を拠点として、市民が日常生活の中で培ってきた知識や経験等の学びを、社会に還元
する機会を提供することで、市民主導による講座等学習活動を開催する仕組みづくりを進めていきま
す。



年 年

◆事業の成果(平成２３年度末での目的の実現状況　　※活動ではなく状態)

行革審答申

一般財源 12,814

H20外部評価
*H20は事業仕分け

13,763

予算

決算

施設管理 指定管理 受益者負担

H26H25H24H23H22

H23～26計

14,768

補助金 市民協働

○
事業の特徴

16,347

H21

会計区分 戦略性 マニフェスト

一般会計 分野別計画

目標 80

H24 H25

74.7
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―
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自治事務3

0

実績 実施者

H22

市民がいつでも、どこでも、だれでも自由に学びふれあうことが出来る学習環境づくりと市民の学習成
果を発揮する機会や場づくりにより、市民の学習意欲を満たし豊かな人間性を育むことや、地域や個人
の課題の解決の一助となる機会の提供、生涯学習の普及啓発ができました。

平成

根拠法令等



◆評価（平成２３年度事業の評価）
(1) 必要性：

(2) 責任主体：

(3) 拡大・縮小：

(4) 改善：

今後の方向性

◆改革・改善（評価を反映して何を見直したか）
(1) これまでに実施した改革・改善（平成24年度予算で反映したものを含む）

(2) 今後の改革・改善計画（いつまでに何をどう見直す）
学習成果活用支援事業において、23年度から拡大して実施した結果、当初予定の実施事業数を上回
ることができたことから、24年度以降も全市域において事業展開し、市民主導による講座等学習活動を
開催する仕組みづくりを目指していきます。

(理由) 

改善

学習成果活用支援事業において、23年度から市全域への事業拡大が適当と判断し、実施対象施設を
14施設から49施設に拡大しました。23年度の取り組み結果として、47施設で86の実施者が94の講座・
講演会の企画・運営を実施することができ、市民主導による講座等学習活動を開催する仕組みづくり
に繋げることができました。

(廃止した場合に考えられる影響)

(理由) 

(市が実施しない場合に考えられる影響)

現状

市

継続

その他改善

生涯学習や高等教育の学習機会の充実は、市民の学習意欲を満たすものであり、また地域コミュニ
ティの形成にも有効であることから、市民ニーズも高く、必要な事業です。

学習機会の提供は、人づくりとまちづくりを目指した市の施策であり、行政が主導で行うものです。

事業の精査と企画等の努力により必要経費の軽減を進めてきた中で、効果ある事業実施のためには
必要最低限の経費まで精査しています。

生涯学習への市民ニーズが高まるなか、よりニーズに合った事業展開をするとともに、多様で高度な学
習機会を継続して提供していきます。また、学習成果活用支援事業においては、23年度からは実施対
象施設を49施設に拡大し、取り組んでいます。

市民の学習成果を発揮する機会や場づくりを提供し、支援することで、市民協働及び市民主体で生涯
学習が展開できる仕組みづくりを進めます。



款 項 目

06 29 07 07 06

款 項 目

06 29 07 07 11

335

需用費 委託料 工事請負費 公有財産購入費
負担金補助
及び交付金 扶助費 その他

２３年度 ２４年度 比較

11,601 11,601 0

２３年度 ２４年度 比較

2,519 2,389 △ 130

900 6,0671,397 3,237

需用費 委託料 工事請負費

98 1,956

◆事業内容（平成２４年度に何をやるか）

◆これまでの取組状況（平成２３年度に何を行い、その結果はどうなったか）

補足シート２－②

予算コード

事業名： 講座・講演会等開催事業

補足シート２－① 事項

施設管理

市民協働

市民協働補助金受益者負担

施設管理 指定管理 受益者負担

フェスティバル開催事業

事項

予算コード

事業費
（予算）

（単位：千円）

指定管理

生涯学習課、各区のまちづくり推進課、各地域自治センターの地域振興課が、学習成果を適切に
生かすことのできる仕組みづくりのため、生涯学習推進のためのフェスティバル事業を開催し、市民
の学習成果を発揮する機会や場づくりや、市民への生涯学習の普及と啓発、生涯学習施設で活動
する団体の育成・交流を図ることができました。生涯学習課が実施した生涯学習推進フェアでは、お
よそ100名の事業スタッフが「学習成果を発揮する意義」について、事例を展示したり、体験的に紹
介したりして、500人を超える来場者へ伝えることができました。

学習成果を適切に生かすことのできる仕組みづくりとして、生涯学習推進フェア、生涯学習フェスティバ
ル、文化芸術祭等の生涯学習推進のためのフェスティバル事業を開催していきます。

公有財産購入費
負担金補助
及び交付金 扶助費 その他

◆これまでの取組状況（平成２３年度に何を行い、その結果はどうなったか）

◆事業内容（平成２４年度に何をやるか）

２４年度
事業費内訳
（単位：千円）

２４年度
事業費内訳
（単位：千円）

事業費
（予算）

（単位：千円）

生涯学習課、各区のまちづくり推進課、各地域自治センターの地域振興課が、市民がいつでも、ど
こでも、だれでも自由に学びふれあうことが出来る学習環境づくりのため、各種の講座、教室、講演
会等を開催し、市民へ生涯学習機会の提供を行いました。

市民がいつでも、どこでも、だれでも自由に学びふれあうことが出来る機会として、市民アカデミー、
いきいき大学、文化講演会、ユネスコ科学教室など、各種の講座、教室、講演会等を開催していき
ます。

補助金

事業名：
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補足シート２－③ 事項

予算コード

事業名： 学習成果活用支援事業

事業費
（予算）

（単位：千円）

２３年度 ２４年度 比較 施設管理 指定管理 受益者負担 補助金 市民協働

3,151 3,151 0

２４年度
事業費内訳
（単位：千円）

需用費 委託料 工事請負費

3,151

公有財産購入費
負担金補助
及び交付金 扶助費 その他

0

◆事業内容（平成２４年度に何をやるか）

　公民館等生涯学習施設を活動拠点に、市民からの地域の課題や特色に関わる提案（目的や内
容、方法、人材等）を活用し、市民主導による講座等学習活動を開催する仕組みづくりを進めてい
きます。本事業実施により、退職した団塊世代等の社会参加促進を図り、生涯学習活動の担い手と
して育成することにより、市民活動団体の固定化や参加者数の減少等、各地域における生涯学習
の課題の解決を進めることができます。
　23年度に引続き、生涯学習施設49施設を対象に実施していきます。

◆これまでの取組状況（平成２３年度に何を行い、その結果はどうなったか）

3年目となる23年度は、市全域への事業拡大が適当と判断し、実施対象施設を14施設から49施設
に拡大しました。23年度の取り組み結果として、47施設で86の実施者が94の講座・講演会の企画・
運営を実施することができ、市民主導による講座等学習活動を開催する仕組みづくりに繋げること
ができました。



政策・事業外部評価補足説明資料

  各種講座、教室、講演会や学習成果を発揮する場となる生涯学習フェステ

ィバルなどを開催し、市民がいつでも自由に学びふれあうことが出来る機会

を提供することにより、豊かな人間性を育む。

各種の講座、教室、講演会等を開催し、市民へ生涯学習機会の提供を行う

ことにより、市民がいつでも、どこでも、だれでも自由に学びふれあうこと

が出来る学習環境づくりを図る。

※別紙チラシ「ユネスコ科学教室」「浜松市民アカデミー」参照

 

   日ごろの学習活動の成果発表会などを開催することにより、市民の学習

成果を発揮する機会や場づくり、市民への生涯学習の普及と啓発、生涯学

習施設で活動する団体の育成・交流を図る。

   ※別紙チラシ「春野文化展」参照

 

生涯学習施設を拠点として、市民が日常生活の中で培ってきた知識や経験

等の学びを、社会に還元する機会を提供することで、市民主導による講座等

学習活動を開催する仕組みづくりを図る。

※別紙チラシ参照

年度 実施施設数 実施者数 実施事業数 延参加人数(人)

23年度 47 86 94 7,719 
22年度 14 21 21 3,478 

増減 33 65 73 4,241 



ユネスコ（ＵＮＥＳＣＯ）とは，教育・科学・文化機関の略称で，国際連合の専門機関の一つです。浜松ユ

ネスコ協会は１９４８年４月に設立され，政府のユネスコと一体となり教育・科学・文化の発展を通して人間

性の理解や平和について努力してきました。

学校委員会では，特に子どもたちの「科学する心」の育成をめざして小学生対象の「科学教室」を開催して

います。平成２３年度もよりよい活動となるようさらなる工夫を重ね，下記の計画で実施いたします。科学す

る心を通して，いのちや自然そして人間の未来について，多くのことを学んでもらいたいと思います。

主催：浜松市

ユネスコ科学教室

【対象】平成２３年度の

【募集人員】１００名程度

【期間】平成２３年４月～平成２４年３月

【会場】

浜松科学館，静岡文化芸大，天竜川河原，

富士山，観音山少年自然の家など

（現地集合，現地解散を原則としますが活動に

より貸し切りバスを利用します。）

【会費】 ４０００円（１年間分）

  保険料，資料代，教材費，通信費 他

  開講式当日，受付で集めます。

（ただし，年間活動計画の 印については別に

活動実費が必要となります。

富士山：5,500円 ラジオ：1,000円

観音山：2,600円 大人参加は 3,200円）

【スタッフ】浜松ユネスコ協会学校委員会

 （浜松市内小中学校教員・浜松ホトニクス社員他）

【申し込み方法】

往復はがきに下記のことをもれなく記入し

て学校委員会、吉田あてにお申し込み下さい。

① 参加者名，よみがな，性別

② 学校名，学年

③ 保護者名

④ 郵便番号

⑤ 住所

⑥ 電話番号

▼下記のメールでも受け付けます

kagakukyoshitsu-hamamatsu-1987@unes
co.or.jp  

【申込先】 〒４３５－００５６

浜松市東区小池町１０９１－８

吉田 寿礼（学校委員会）

 ４月２９日（金）
<開講式・科学館見学> 午前 

プラネタリウム 

 ５月２１日（土）
<生命の不思議> １日 

チョウと植物 天竜川のチョウ 

 ６月１８日（土）
<水と生命> 午前 

微生物とホタル 

 ７月１６日（土）
<富士山の自然>  １日（貸切バス）

新五合目から宝永火口を歩こう 

１０月１５日（土）
<郷土の自然史>（天竜河原） １日 

天竜川と岩石 岩石標本を作ろう 

１１月 ５日（土）
<秋の自然観察> １日 

木の実探索 

１２月２３日（金）
<電波の不思議>  午前 

ラジオを作ろう 

 ２月 ４日（土）

    ５日（日）

<宇宙への挑戦>  １泊２日 
神秘な星の世界をのぞこう 

（観音山少年自然の家） 貸切バス手配あり 

 ３月 ３日（土）

 

<閉講式・ユネスコと私> 午前 

記念樹を植えよう 

<問い合わせ先>   

浜松ユネスコ協会 

学校委員会  吉田 寿礼 ４６５－５１８５ 
石  稚人 ０９０－４４０９－９０４９ 

浜松市生活文化部生涯学習課 
〒４３０－８６５２ 浜松市中区元城町１０３－２浜松市役所本館６Ｆ 

ＴＥＬ０５３－４５７－２４１３ ＦＡＸ０５３－４５７－２５６３ 

  微生物とホタル 

富士山の自然

４月２２日（金）

必着

平成２３年度 年間活動計画

【募集案内】



 

 

 

 
 

★日 時★ 平成２４年２月３日(金) 午後５時 ～ 午後８時 

             ４日(土) 午前９時 ～※午後８時 

             ５日(日) 午前９時 ～ 午後４時 

※今回は、土曜日の夜間も開催しています。ぜひご来場ください！！ 

★場 所★ 春野文化センター 

★主 催★ 浜松市・春野文化展実行委員会 

●一般展（ホールにて） 

ホール１F 生花、書、写真、俳句、絵画など文化協会や老人クラブ・一

般の方々の作品や小中学校児童・生徒の書写、春野高校生徒

の美術書道の作品を展示。 

ホール２F 町内の幼稚園園児・小中学校児童、生徒の図画工作の作品を

展示。 

●特別展（ロビーにて） 

春野地域内の幼稚園や小学校で実施した親子陶芸教室での親子の陶芸作

品を展示します。 

●茶道公開（ロビーにて） 

５日(日)の午前９時から文化協会茶道部員によるお茶とお菓子のサービス

があります。＜無料・お菓子が無くなり次第終了させていただきます。＞ 

 

※ご来場の際には、インフルエンザ予防にご協力 

ください。(マスクの着用や手指消毒等） 

 

★問合せ先★ 春野文化センター  ９８９－０２００ 



 

 
 
 

★日 時★ 平成２４年２月３日(金) 午後５時 ～ 午後８時 

             ４日(土) 午前９時 ～※午後８時 

             ５日(日) 午前９時 ～ 午後４時 

※今回は、土曜日の夜間も開催しています。ぜひご来場ください！！ 

★場 所★ 春野文化センター  

★主 催★ 浜松市・春野文化展実行委員会 

●一般展（ホールにて） 
ホール１F 生花、書、写真、俳句、絵画など文化協会や老人クラブ・一般の方々の作品や

小中学校児童・生徒の書写、春野高校生徒の美術書道の作品を展示。 

ホール２F 町内の幼稚園園児・小中学校児童、生徒の図画工作の作品を展示。 

●特別展（ロビーにて） 
春野地域内の幼稚園や小中学校で実施した親子陶芸教室での親子の陶芸作品を展示します。 

●茶道公開（ロビーにて）           
５日(日)の午前９時から文化協会茶道部員によるお茶とお菓子のサービスがあります。＜無料＞ 

 
※ご来場の際には、インフルエンザ予防にご協力ください。（マスクの着用や手指消毒等） 

■出展作品を募集しています！！■   

市民の皆様から一般展への出展作品を募集しています。絵画、書、写真、手芸品などさまざ

まな作品をお待ちしております。出展を希望される方は、下記の出品表に必要事項をご記入

のうえ、１月２０日(金)までに春野文化センターまで提出してください。 

  なお、作品の搬入・搬出日程は、①作品搬入 ２月３日(金)午後２時～午後４時  

②作品搬出 ２月５日(日)午後４時～午後５時  です。 
(※なお展示中の作品の破損等の損害については賠償しかねますのでご承知願います。) 

★問合せ先★ 春野文化センター  ９８９－０２００ FAX：９８９－０２６４ 
 

きりとりせん 
 

第４０回春野文化展出品表（〆切：1/２０(金) 提出先：春野文化センター） 

出品者氏名  

出品者住所 天竜区春野町             電話番号    －      

作品の種類 点 数 備 考（作品の大きさなど） 

   

   

   

   



                               

    

○ 募集期間は平成 年 月 日（）～ 月 日（）

○ 実施期間は、採用決定から平成 年 月 日（）

公民館では、自分たちで講座の講師をしてみたい、講座や教室を企画･運営して

みたい方たちを募集します。 

自分たちでもっている学びや知識、経験を地域に生かしたい、今もっている生涯

学習への思いを自分たちで実現してみたい。そんな思いをもっている方・団体を公

民館で支援していきます。たくさんの応募をお待ちしています。 

【応募資格】

○○公民館周辺地域に在住も

しくは在勤の方、または団体
【応募方法】

  申込書を作成し、提出していた

だきます。

（申込用紙は公民館窓口にありま

す。詳しくは職員にお尋ねくださ

い。）

【採用・決定等】

  ○○までに採否を決定し、申込

された方・団体に連絡させていた
だきます。

応
募
に
つ
い
て

 ① この事業は、 です。

 ② 公民館だよりに、事業の開催案内を掲載する

予定です。

 ③ 受講料として徴収できるものは、テキスト代

や材料代等の実費に限ります。

～実施にあたって～ 

公民館でお手伝いできること 

この事業につきまして、不明なことや相談したいこと等がございましたら、お気軽にお尋ねください。

① 職員が皆様のご相談に応じます。

② 希望会場、希望開催時間等について、ご相談の上、調整させていただきます。

③ 事業の企画や運営等にかかる印刷経費や用紙等の消耗品費等につきましても、ご相談に応じます。

④ 公民館の予算内で、皆さまの企画事業を支援します。

【募集案内】



           

・ 営利活動（宣伝等を含む）を目的とした内容 

   ・ 特定の政党や宗教を支持、宣伝普及することを目的とした内容 

   ・ 公共の秩序や健全な風俗等に反する内容 

   ・ 公共の福祉を害する内容 

Ｑ＆Ａ 
 

 プランは持っているけれど、具体的にどうしたらいいのだろう。 

 

 講師にだれかいい人がいないかしら。 

 

 

 会場（部屋等）は、どこを使えばいいのだろう。 

 

 講座案内等のＰＲチラシの作り方が分からない。 

 

 

 申請書類の書き方がよく分からない。 

 

 あれもこれもやってみたい。 

 

 

公民館の使用料はどうなるの？ 

  

 

 








